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第３回真室川町庁舎建設委員会【会議録要旨】 

日 時：平成 30年 5月 30日（水）18時 30～20時 

場 所：役場 3階会議室 

【会議次第】 

１．開  会 

２．町長あいさつ 

３．委員長あいさつ 

４．報告 

  （1）新庁舎基本設計中間案の住民説明会の報告並びにパブリックコメントについ 

     て 

５．議  事 

（1）基本設計最終案について 

（2）今後のスケジュール 

（3）その他 

６．閉  会 

 

【委員の出席状況】 

 沓澤康平委員長、外山正利委員、大友又治委員、井上夏来委員、笹原透委員、 

 佐藤保委員、庄司一夫委員、柴田悟委員（欠席：池田廣一副委員長） 

【事務局等の出席状況】 

  新田隆治真室川町長、佐藤和弥総務課長、佐藤佐幸総務課主幹、 

  阿部健一総務課長補佐、佐藤新一主任、 

  ㈱羽田設計事務所、公益財団法人山形県建設技術センター 

 

【傍聴人数】 

 4名 

 

【会議内容】 

 １．事務局（主幹）の進行で開会 

 

 ２．町長あいさつ 

   福祉課を新庁舎に移動すべきかについて広く意見を聞き判断するため時間を要

し、委員会の開催、検討が遅れる影響を及ぼしてしまった。福祉課で、各種証明発

行業務等を可能にし、ワンストップサービスを増やし利便性を高めることとした。

復興予算や東京オリンピック等で物価等状況変化や国からの財政支援の活用を踏

まえると、今進めるべきと思う。町民の皆様から喜んでもらえる庁舎をと考えてい

るため、委員の皆様から意見をいただきたい。 
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３．委員長あいさつ 

   本日は第３回目で、基本設計最終案が提示される。委員の皆様の貴重な意見をい

ただき、より良い庁舎にしたいと考えている。 

  

 ４・報告 

(1) 新庁舎基本設計中間案の住民説明会の報告並びにパブリックコメントについ  

  て 

    資料に沿って事務局より報告。 

（委 員）全体的な意見よりは、個人的な意見が多いように感じるが、この意見を委

員会としてどう反映していくのか。 

（事務局）個人的ではあるものの全体の公益につながる意見もあり、技術的又は管理

運用上、設計に反映させるのは難しいものもあった。最終案に多くの意見を反

映することが出来た。（反映した意見を説明） 

    

５．議事 

（1）基本設計最終案について 

  資料の主要な項目に沿って、真室川町新庁舎基本設計最終案について、事務局

より説明。 

 

（質 疑） 

（委 員） 

車庫が３棟あるが、１棟にまとめた方が建設費用等も若干でも抑えられるの

ではないか。エネルギー棟のチップボイラーから煙等の影響が周囲に出る事が

予想されるが、この位置で大丈夫なのか。末広町消防ポンプ庫（公民館）の件

はどの程度進んでいるか。 

（事務局） 

３点目の末広町消防ポンプ庫については、現庁舎解体跡地利用の検討が進ん

でないため、現時点では、存続することになる。将来的に向けては、今後の検

討となる。 

（㈱羽田設計事務所） 

１点目の車庫については、開発行為許可手続き上、西側法面のがけ地処理対

応が必要であり、通常は擁壁等での対応となるが、この案では車庫の基礎を土

留めとし、法面に沿って車庫を配置し経費を節減する計画で、既設階段を活用

し又敷地の屈折部を回避するため、３つの車庫とした。 

   ２点目のエネルギー棟の位置は、チップ運搬等の利便性と新庁舎への地下配管

の観点からこの位置とした。懸念されている煙については、一定程度浄化され

た煙が出る。住宅に隣接した事例もあるため、煙突の高さ等を調整すれば、周

辺には悪影響は無いと考えている。 

（委 員） 
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中間案からの変更で、新庁舎南側に高齢者用駐車場を配置予定であるが、車

止め等の安全対策はどう考えている。 

（事務局） 

駐車場と新庁舎の間に、植栽帯で区別したいと考えている。それが、可動式

のプランター型等とするかは、今後検討する。 

（委 員） 

騒音や排ガス対策として駐車場と民家の間に何らかの設置している事例は

あるか。 

（㈱羽田設計事務所） 

防護柵等を設置している事例はあるが、今回は土地がある程度広く、民家か

ら駐車帯までの間に冬に堆雪場となるスペースを確保することで影響を軽減

している。防護柵等の工作物は、積雪対策や除雪への支障がある事から設置し

ない提案である。 

（委 員） 

１日あたりのチップ必要量と金額は。 

（㈱羽田設計事務所） 

１日あたりの数字は持ち合わせてないが、年間１３５ｔ、暖房期間を約５ヶ

月と想定すると１ヶ月２５～３０ｔ、単価は１kg１１．８円。バイオマス燃料

としてはチップとペレットとあるが、チップを想定している。真室川町では、

良質なチップが生産されている。運搬費等も含めコストが抑えられると考える。 

（委 員） 

化石燃料と比較してどうか。 

（㈱羽田設計事務所） 

化石燃料は、現在単価が上がっているが、今後下がったとしても、十分、競

争力がある燃料であると考える。 

（委 員） 

梅里苑の場合は、３倍となっているが、当町は林業の町でもある。政策的に

推進することも検討するべき。 

（事務局） 

羽田設計が説明したのは燃料の単価である。委員の意見は燃料を供給する為

の電気料も含まれているが、その電気料等を含め比較すれば状況によってはバ

イオマス利用の方が高くなる可能性もある。 

（委 員） 

現時点で申請を想定している交付金や補助金はあるか。 

（事務局） 

補助金等については、制度が変わってきている。現時点では、県産材利用補

助金と起債の緊急保全債や過疎対策債を検討している。町の考えを整理した上

で、県等に相談し、次年度の申請となるため、現時点では、未確定である。 

（委員長） 
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他に質問、意見が無ければ、基本設計最終案を承認することでよろしいか。 

（一同より了解の声あり。） 

 

（2）今後のスケジュール 

  資料に沿って、今後のスケジュールを事務局より説明。 

 

（3）その他 

  事務局より事務連絡。 

 

６．閉  会                            

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    新田隆治町長あいさつ             沓澤康平委員長あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   事務局より報告・説明              委員会議事、質疑・意見 

 

議事進行状況 


